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地
域
生
活
圏
で
仕
組
み
づ
く
り

地
域
生
活
圏
で
仕
組
み
づ
く
り

国
土
審

専
門
委
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
徹
底
活
用
へ

全
管
連
地
元
国
会
議
員
に
展
開

予
算
・
体
制
確
保
・
業
界
振
興
へ

国
土
交
通
相
の
諮
問
機
関

で
あ
る
国
土
審
議
会
は
１０
月

９
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中

央
合
同
庁
舎
２
号
館
国
際
会

議
室
で
第
１
回
「
地
域
生
活

圏
専
門
委
員
会
」
（
委
員
長

・
石
田
東
生
筑
波
大
学
名
誉

教
授
兼
学
長
補
佐
）
を
開
催

し
た
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
徹

底
活
用
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
人
々
が
安
心
し
て
豊
か
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
を
行
う
。

同
専
門
委
は
学
識
者
や
弁

護
士
、
金
融
機
関
な
ど
で
構

成
。
国
が
定
め
た
国
土
形
成

計
画
や
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
２
０
２
４

（
骨
太
方
針
）
に
明
記
さ
れ

た
地
域
生
活
圏
の
形
成
を
目

的
と
し
て
い
る
。

初
会
合
で
は
黒
田
昌
義
国

土
政
策
局
長
が
冒
頭
あ
い
さ

つ
に
立
ち
「
人
口
減
少
が
加

速
す
る
中
、
生
活
を
持
続
で

き
る
地
域
社
会
を
形
成
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
官
民
連

携
で
提
供
す
る
範
囲
を
地
域

生
活
圏
と
定
め
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
、
活
発

な
意
見
交
換
を
促
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
石
田
委
員

長
が
「
地
域
生
活
圏
の
形
成

に
各
方
面
か
ら
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
た
だ
課
題
も

山
積
し
て
お
り
、
実
現
可
能

性
を
精
査
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
」
と
強
調
し
た
。

医
療
・
福
祉
・
教
育
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に
提

供
す
る
地
域
生
活
圏
は
地
方

都
市
な
ど
を
中
核
と
し
た
柔

軟
な
エ
リ
ア
を
対
象
と
し
て

い
る
。
具
体
例
と
し
て
香
川

県
三
豊
市
と
鳥
取
県
米
子
市

・
境
港
市
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
た
。

専
門
委
で
は
来
年
の
夏
頃

を
め
ど
に
報
告
書
を
ま
と
め

る
方
針
だ
。

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
藤
川
幸
造
会
長
）
は
１０
月
１７
日
、
東
京
・
港
区
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

で
第
３
５
９
回
理
事
会
を
開
き
、
能
登
半
島
地
震
被
害
を
踏
ま
え
た
予
算
・
体
制
確
保
・
業
界
振
興
策
の
充
実
に

関
す
る
要
望
活
動
に
つ
い
て
了
承
し
た
。
全
国
の
会
員
が
地
元
の
国
会
議
員
に
老
朽
管
の
更
新
・
耐
震
化
の
促
進

や
緊
急
時
に
備
え
た
制
度
改
善
な
ど
の
要
望
活
動
を
１２
月
中
旬
ま
で
展
開
。
強
固
な
組
織
力
で
命
の
水
を
守
る
と

い
う
社
会
的
使
命
を
果
た
し
、
業
界
の
さ
ら
な
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
く
。

当
日
は
冒
頭
、
藤
川
会
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
能
登

半
島
地
震
や
豪
雨
災
害
の
被

災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
を
願
う
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
復
旧
活
動
に
当
た
っ

て
き
た
会
員
組
合
や
所
属
企

業
、
す
べ
て
の
関
係
者
に
改

め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

９
月
に
開
催
さ
れ
た
自
民
党

水
道
議
連
総
会
、
公
明
党
上

水
道
懇
話
会
に
お
い
て
応
急

復
旧
活
動
に
実
際
に
赴
い
た

現
場
の
意
見
を
踏
ま
え
て
要

望
を
行
っ
た
。
今
後
も
十
分

な
予
算
確
保
や
業
界
に
配
慮

し
た
支
援
を
国
交
省
や
国
会

議
員
の
先
生
方
に
要
望
し
て

い
く
。
本
日
の
議
事
で
は
皆

さ
ま
の
地
元
の
与
党
国
会
議

員
に
対
す
る
要
望
活
動
を
提

案
す
る
の
で
格
別
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
」
と
力
強
く

呼
び
か
け
た
。

議
事
で
は
藤
川
会
長
を
議

長
に
①
支
部
長
・
委
員
の
補

充
選
任
②
第
６６
回
（
令
和
８

年
度
）
通
常
総
会
・
全
国
大

会
の
開
催
地
③
能
登
半
島
地

震
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
踏

ま
え
た
予
算
・
体
制
確
保
・

業
界
振
興
施
策
の
充
実
に
関

す
る
要
望
―
―
の
３
議
案
を

満
場
一
致
で
承
認
。
こ
の
う

ち
再
来
年
の
総
会
・
全
国
大

会
に
つ
い
て
は
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
で
開
催
す
る
こ
と
を
決
定

し
、
石
田
隆
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

長
・
広
報
部
会
長
が
一
致
協

力
し
て
準
備
を
進
め
る
と
意

欲
を
示
し
た
。

全
国
的
な
要
望
活
動
で
は

標
準
的
な
要
望
書
に
基
づ
き

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
取
り
組
み
を
繰
り
広

げ
る
。
具
体
的
に
は
①
老
朽

化
し
た
水
道
管
路
の
更
新
・

耐
震
化
促
進
の
た
め
の
十
分

な
国
費
の
確
保
や
補
助
制
度

の
改
善
②
平
常
時
か
ら
水
道

管
路
更
新
・
耐
震
化
工
事
に

地
元
管
工
事
業
者
が
従
事
で

き
る
体
制
整
備
③
水
道
管
路

工
事
発
注
に
当
た
っ
て
の
工

事
時
期
の
平
準
化
と
適
正
工

期
確
保
・
積
算
基
準
と
工
事

歩
掛
表
の
改
善
・
公
共
工
事

設
計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ

④
大
規
模
災
害
時
に
宅
地
内

・
建
物
内
で
被
害
が
生
じ
た

給
排
水
設
備
を
被
災
地
方
公

共
団
体
以
外
の
地
方
公
共
団

で
指
定
を
受
け
た
給
水
装
置

工
事
事
業
者
・
排
水
設
備
指

定
工
事
店
が
円
滑
な
修
繕
を

行
え
る
制
度
の
創
設
⑤
給
水

装
置
工
事
主
任
技
術
者
の
技

術
レ
ベ
ル
維
持
向
上
の
た
め

の
定
期
的
な
研
修
受
講
と
悪

質
業
者
対
策
の
た
め
の
工
事

店
指
定
要
件
の
強
化
―
―
な

ど
を
求
め
て
い
く
。

報
告
事
項
で
は
１０
月
２３
日

か
ら
３
日
間
に
わ
た
っ
て
東

京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー

浜
松
町
館
で
開
催
さ
れ
る
第

５６
回
管
工
機
材
・
設
備
総
合

展
に
つ
い
て
五
十
嵐
隆
広
報

担
当
副
会
長
（
東
京
都
連
）

が
多
数
の
来
場
を
訴
え
た
。

全国で要望活動を全国で要望活動を

品川プリンスホテルで理事会

藤川会長

学識者などが初会合

黒田局長

石田委員長
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